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図書館を活用した教育の充実に関わる研究 
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Ⅰ 研究の基本的な考え方 

１ はじめに 
 学校図書館はどんな場所だろうか。読書好
きな児童生徒が集まる場所にとどまってはい
ないだろうか。 
 学校図書館には「読書センター機能」「学習
センター機能」「情報センター機能」といった
３つの機能が求められており、これらの機能
が有効に働くことで、児童生徒が日常的に読
書に親しみ、主体的・意欲的に学習に取り組
むことができると考えられる。 

この中で「読書センター機能」については、
図書整理員や図書館ボランティアの協力も得
ながら、児童生徒が図書館に行きたくなる、
本を読みたくなる環境づくりや読み聞かせ等
の取り組みが多くの学校で行われている。 

そこで本研究では「学習センター機能」「情
報センター機能」としての学校図書館に焦点
を当て、児童生徒にとって学びのある授業を
提供する場となる学校図書館の活用について
研究していく。 

本研究でめざす子ども像は「たくさんの情

 学習指導要領に「学校図書館を計画的に利用し、その機能の活用を図り、児童生徒の主体
的、意欲的な学習活動や読書活動を充実すること」と記されている。  

 また、学校教育は、児童生徒の確かな学力を育てるとともに、言語活動や探究学習、読書
などの活動を通して、豊かな人間性を培うことが求められている。こうした教育実践にとっ
て学校図書館の活用は欠かせないものである。 

 文部科学省の「確かな学力の育成に係る実践的研究（全国学力・学習状況調査の結果を活
用した調査研究）」＊

1において、研究テーマとして「学校図書館の有効な活用方法に関する
調査研究」を取り上げ、授業の中での図書館活用が、知識や技能、学ぶ意欲や思考力・判断
力・表現力など、児童生徒の確かな学力の育成につながると期待されている。 

 そのため、学校図書館の一層の充実と活性化を図る目的で、平成27年４月には、改正学校
図書館法が施行された。 

 市内でも調べ学習や読書活動など、学校図書館を取り入れた授業実践をしている学校があ
り、児童生徒が主体的に学ぶ姿や学力の向上が図られるなどの成果も見られる。しかし「活
用の仕方がわからない」「活用する時間を作り出せない」等の理由から積極的に学校図書館
を活用できていない学校も少なくない。 

 そこで、本研究では、児童生徒にとって学びのある授業にするための学校図書館の活用と
その効果について研究し、学校図書館の有効な活用方法や授業実践例を市内に発信していき
たい。 
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報の中から必要なことを読み取り、自分なり
の考えをもって表現することができる子ど
も」である。このめざす子ども像に近づくた
めに、次のような姿を具体的な子どもの姿と
捉え、研究を進める。 

 
 

 
 
 
 
 
 
Ⅱ 研究の実際 

１ 学校図書館利用の実態 
全国学校図書館協議会は、2006－7 年度に

文部科学省の新教育システム開発プログラム
事業を受け、その一環として小学校 35 校 505
名の教員、中学校 21 校 354 名の教員を対象に
学校図書館利用状況を調査している＊２。 

図書館を利用する教員が感じる学校図書館
の問題点としては「必要な資料がない」「資
料が見つけにくい」「児童生徒が利用に慣れ
ていない」「指導の支援者がいない」が上位
に挙げられている。 

また、授業において学校図書館を利用しな
かった教員に対して、利用しなかった理由を
尋ねると「必要がない」が半数を占め「授業
時間が足りない」「学習活動がわからない」
「利用できる資料がない」が続く。さらに利
用するために欲しいもの【図 1】については「十
分な資料」「資料を見つけやすく」が小･中学
校ともに多く、次いで「実践例」｢担当者の常
駐」となっている。 
 
 
 
 

 

２ 学校図書館を活用した授業実践のための
手だて 

具体的な子どもの姿で述べた、読み取り・
考え･表現する力をつけるためには、どのよう
な手だてが有効かを検証する。学校図書館活
用を積極的に取り組んでいる学校の先行事例
や、学校図書館利用の実態での問題点、教員
の要望として上がっている事柄などを参考に、
授業実践では次のような４つの手だてを講じ
ることにする。 
（１）環境づくり 

授業中、児童生徒がすぐに資料を手にする
ことは、学習活動を円滑にするために有効で
あると考え、学校図書館のソフト・ハードウ
ェアの両面から環境づくりについて考える。 

（２）情報整理のための工夫 
学校図書館を活用して授業のねらいにせま

るために、資料の準備の他にも調べ学習のテ
ーマの絞り込み・言葉かけの工夫・ワークシ
ートの利用などについて考える。 
（３）図書整理員との協力 

図書整理員に協力してもらい、授業に効果
的な学校図書館の活用を考える。 

①学習指導案やワークシートの共有、授業
で使う資料の収集や提供。（授業前） 

②児童生徒の資料探しの支援活動。（授業
中） 
③ブックリストの作成・次年度の購入計

画・作品の記録。（授業後） 
（４）公共図書館との連携 

調べ学習には、多岐に渡った資料が必要に
なる。学校図書館でそれを揃えるには限りが
あるので、公共図書館の団体貸し出しや、学
校支援図書セットを有効利用する。資料の選
書は、教員・図書整理員が公共図書館で行う
以外にも、公共図書館のスタッフに調べるテ
ーマを伝え、揃えてもらうなど連携を図る。 

 

読み取る 
知りたいことを具体的にもち、必要な情報を
資料から読み取る・収集する。 

考える 
複数の情報から必要な情報を取捨選択し、自
分の考えを導き出す。 

表現する 

わかったことや考えたことを相手にわかりや
すく伝える。 

【図１】 利用するために欲しいもの 

【具体的な子どもの姿】
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Ⅲ 研究の内容 

【実践１】 小学校５年生 社会科 
「工業生産を支える人々」 

１ ねらい 
（１）工業生産の工夫や努力を考えてリーフ

レットを作り、工業製品のよさに気付
くことができるようにする。 

（２）児童が自分で選んだ工業製品について
学校図書館・公共図書館などを活用し
て複数の資料を調べることで、主体的
に学習に取り組み、読み取り・考え・
表現する力を育成する。 

２ 手だて 
（１）環境づくり 

資料が一人ひとりに渡るために、事前
に児童が調べたい工業製品を把握し用意
する。 

（２）情報整理のための工夫 

必要な情報を抜き取れるようにするた
めに、画用紙でカードを用意する。書く
ことへの抵抗を少なくするために、小さ

いカードに必要な情報を書き抜き、それ
を集めてリーフレットを作るようにする。 

さらに、段階を経て調べ学習に取り組
むために教科書や資料集からワークシー
トに必要な情報をまとめることからはじ
め、本やインターネット、パンフレット
などあたる資料を増やしていく。個人や
グループでの取り組みを経て、一人でリ
ーフレット作りができるようにする。 

（３）図書整理員との協力 

児童が調べたい工業製品の資料を準備
できるように、図書整理委員と資料の準
備やブックリストの作成、効果的だった
資料の購入を検討する。作品の記録を依
頼する。 

（４）公共図書館との連携 

公共図書館（相模原市立図書館）の団
体貸し出しを利用し、一人ひとりに資料
が行き届くよう準備する。児童が公共図
書館に本を借りに行けるよう、近隣の公
共図書館（相模大野図書館）は避ける。 

 ３ 実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図２】工業製品の種類

環環境づくり
活 動 内 容

図図書整理員との協力
情情報整理のための工夫
公公共図書館との連携

読読み取る
子 ど も の 姿
考考える 表表現する （意意欲）

０）事前

み取る。
調べる工業製品を決める。

１）工業製品の種類【図２】を知り、生産額の変化を読

２）大工場と中小工場の生産の特色と役割を知る。

意

考

自分が調べたい
工業製品を調べ
られるから楽し
みだな！

何を調べよう
かな。本を見て
決めよう！

意 資料を持ってくる・借りてくる。

意 自分でも本を探してみよう。

意 たくさん資料があってワクワクする。

意 たくさんの資料にあたることができ、テーマ決めの助
け、主体的な取り組みへとつながった。

公 公共図書館の団体貸し出しを利用して、本を集める。
環 家電量販店などでパンフレットを集める。

図 図書整理員に学校図書館の本の選書を依頼して、資
料を準備する。

意 自分が調べる工業製品の本が５冊もあって嬉しい。
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４ 振り返り 
小さいカードに情報を抜き出し、集まった

カードを貼ってリーフレットを作るので、書
くことに苦手意識のある児童も、書くことへ
の抵抗がなくなり、リーフレットを作り上げ
ていた。  

また、工業製品の「～ための工夫」を見つ
けることを繰り返し確認したことで、商品の
紹介ではなく、授業のねらいである、工業生
産の工夫や努力を考え、工業製品のよさに気
付いていた。段階を経て調べ学習をしてきた

ので、前の作品と比べて資料を活用する力が
ついたと児童自身が実感していた。普段発表
が苦手な児童も調べた工業製品のよさを伝え
たいとみんなの前で発表できたのは、嬉しい
驚きであった。 

資料を用意する大変さはあるが、学校図書
館・公共図書館などを活用して児童が複数の
資料にあたれる環境をつくったことで、調べ
る工業製品の選択肢が増え、意欲にもつなが
っていた。自主的に辞書を引く様子も見られ、
知的好奇心の高まりがうかがえた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               

工業製品調べ・リーフレット作り
３）本やパンフレット、インターネットの情報から２

つ以上の資料を読み、必要な情報をカードに短く
抜き出す。

５）自分の考えを入れる。工業生産の工夫を考えて書

４）集まったカードを取捨選択し、レイアウトを決め、
画用紙に貼り、リーフレット【図３】を作る。

き込む【図４】。

【図３】リーフレット

６）裏表紙にわかったことを書く。

【図４】カードに自分の考えを記入

７）工業製品について知ろう・発表会

８）工業のさかんな地域とそれぞれの地域の特色を知
る。

９）これからの工業生産に大切なことを考える。

表 自分のリーフレットという愛着と自信が見られ、嬉しそう
に紹介していた。聞く時も真剣に聞いていた。

図 図書整理員に、資料のブックリスト作成・必要な資料を

環

購入・次年度の授業の提案・児童の作品の保管を依頼
する。

考 「お客さんを～するための工夫」「働く人を～するた

図 担任と図書整理員が協力して児童の課題に合った
資料の紹介や資料活用のアドバイスをする。

考

めの工夫」「環境を～するための工夫」は何かな。

考

工業製品にたくさんの工夫があることに気づいた
よ。

どの情報がわか
りやすいかな。

考 どの順番で載せよ
うかな。

意 カードが小さいから
書ける！ 意 たくさんカードが集

まって嬉しい！

考 意 全部のカードを使いたい。選べないよ。

意 国語辞典で言葉を調べる姿、真剣に資料を読む姿が見
られた。

読 調べる目的を確認することで、工業製品を作るための工
夫や努力を資料から読み取ることができた。

考 調べた情報から工業製品の工夫や作った人の努力を考

ていた。

えることができた。
考 工業製品にはたくさんの工夫や努力があることに気付い
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＊何をして有名になったのか  …赤 

＊その人の言葉で心に残ったもの…青

＊その人のすごいと思ったところ…緑 

＊その人が努力したこと    …黄 

【実践２】 小学校５年生 国語科 
「伝記を読んで、 

自分の生き方について考えよう」 

１ ねらい 
（１）図書館を活用し、「伝記」というあまり

親しみのないジャンルの本を一人一冊
以上読み、選択した伝記に描かれた人
物の人物像を捉え、自分の生き方につ
いて考えられるようにする。 

（２）考えをまとめ、表現する力をつける。 
２ 手だて 
（１）環境づくり 

いつでも本を手に取ることができるよう
に、教室の一角に「伝記コーナー」を設ける。 

（２）情報整理のための工夫 

①伝記に描かれた人物の人物像を捉えられ
るように、次の４つの観点【図５】を示す。 

視覚的に
もわかりや
すくするた
めに、それ
らを色の違

う付箋にメモをしながら読むようにし、児
童の読み取りを支援する。 

②自分の生き方について考えやすくするた
めに、自分の経験や考え方との共通点や相
違点を見つけるようにする。そのために、
伝記を読む際に用いた付箋をもとに「その
人物の業績とそのためにしたこと（生き
方）」と「その人物の言葉（考え方）や行動
で印象に残ったこと」を「○○新聞」（ワー
クシート）にまとめる。 

③読みとったことをまとめやすくするため
に「〇〇新聞」（ワークシート）に、伝記を
読む際の観点と同じ見出しを付けておく。 

（３）図書整理員との協力 

読書経験の少ない児童、読書が苦手な児
童でも読むことができるように、資料を選
書してもらい準備する。 

（４）公共図書館との連携 

一人一冊の伝記が手に取れるように、公
共図書館（橋本図書館）の団体貸し出しを
利用し、準備する。 

【図５】4 つの観点

 ３ 実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活 動 内 容
環環境づくり
図図書整理員との協力

情情報整理のための工夫
公公共図書館との連携

読読み取る
子 ど も の 姿
考考える 表表現する （意意欲）

０）並行読書を始める。

えよう」を設定し、学習計画を立てる。
１）学習課題「伝記を読んで、自分の生き方について考

２～４）「百年後のふるさとを守る」を読み、儀兵衛の
「行動」、「言葉」を読み取る。

意 どの本を読もうか
な？

【図６】伝記コーナー

意 たくさんの伝記を前に、これまで伝記に興味をもってい

読

なかった児童も、手に取っていた。

考 内容をよく考えながら、並行読書で読んでいる本
に付箋を付けていた。

考 ここは大事そう。何色の付箋を貼ろう。

図 公 図書整理員と担任が協力し、学校図書館や公共図
書館から伝記や人物伝を人数分以上用意し、一人
一冊の伝記を手元に持つことができるようにする。

環 教室に「伝記コーナー」【図６】を作る。

－ 88 － － 89 －



- 90 - 

４ 振り返り 
観点ごとに付箋をつけながら読書を進めた

ことで、伝記に描かれた人物像を捉えたり、
自分の生き方と比べたりすることに役立てる 

ことができた。うまくまとめられないと、付
箋を手がかりに伝記を読み返す児童の姿も見
られた。 

「〇〇新聞」（ワークシート）は、あらかじ
め見出しをつけたことで、普段文章を書くこ
とを苦手としている児童でも比較的つまずく
ことなくまとめることができた。ただ「その
人が有名になったわけ」という見出しに対し
て、何を書いたらよいのかわからない様子が
見られた。児童が読み取ったことをまとめる

には、どのような見出しを提示するのかしっ
かりと検討をする必要がある。 

学習前、３９名の学級で６名しか伝記を読
んだことがないという実態があった。しかし、
学校図書館や公共図書館の団体貸し出しを利
用し、十分な冊数を準備したため、その冊数
や種類の多さに児童はすぐに関心を示し、普
段本を読まない児童も伝記に愛着をもって読
書ができた。 

また、教室の一角に「伝記コーナー」を設
置し、図書整理員に児童が興味を示しそうな
伝記をあらかじめ選書してもらったことで、
伝記への関心が途切れず、学習後には図書館
で他の人物の伝記を借りる児童が増えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

合う。
５）儀兵衛の生き方について考えたことをまとめ、話し

６･７）自分の選んだ伝記を読み、描かれた人物の業績や

８）新聞にまとめたことを発表し合い、感想を述べ合う。

印象に残った言葉、生き方について考えたことを
新聞にまとめる【図８】。

９）学習のまとめをする。

考 あんな風
にまとめれ
ばいいのか
…。

考 表 最初は、
この人物が何をし
て有名になったの
かをまとめればい
いから、ピンクの
付箋を見ればいい
んだな。

表 付箋をたよりにしながら、描かれた人物の人物像と自
分の生き方について考えたことをまとめることができ

を読み返していた。

情

た。
考 新聞を書き進めることができないときに、すぐに伝記

情

儀兵衛の人物像を捉えられるように、４つの観点を示
し、それについて色の違う付箋にメモを書き込みなが
ら読むことで視覚的にもわかりやすくし、児童の読み
取りを支援する。

【図７】大きな新聞でモデルを提示

【図８】新聞にまとめる

並行読書で読んでいる伝記を新聞にまとめる時の参
考にできるように、クラス全員で儀兵衛の生き方や考
えたことについて大きな新聞【図７】にまとめる。

き方についてさらに考えていた。
考 発表を聞くことで、多くの偉人の功績を知り、自分の生

意 他の人の伝記も読んでみよう。

情 読んだことをまとめやすくするために、「〇〇新聞」に
伝記を読む際の観点と同じ見出しをあらかじめ付け
る。
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【実践３】 中学校１年生 国語科 
「調べたことを報告しよう 

～レポートにまとめる～」 

１ ねらい 
（１）自分で課題を見つけテーマ設定をする。 
（２）課題に必要な情報を集め、複数の情報

を比べながらレポートに必要なものを
選ぶ。 

（３）必要な情報を組み合わせ、レポートを
完成させる。 

２ 手だて 
（１）環境づくり 

  色々な本や資料にあたりながら、課題を
設定し、調べる方法を考え、資料を読みな
がら考えるという活動が円滑に行えるよう
にするために、学校図書館で授業を行う。 

また、レポートのテーマが多岐に渡って
いるため、スムーズに本や資料を探せるよ
うに、本棚に事前に「環境」「美術」「スポ
ーツ」などのテーマを表示して、調べ学習
の環境を整える。百科事典や辞書など、多
くの生徒がよく使うと思われる資料等を見
やすくするために、まとめて１つのテーブ
ルに置く。 

（２）情報整理のための工夫 

  テーマを絞ること、課題設定、情報集め、
情報比較、レポート作成まで、生徒が自分

で進めていけるようにするために、ワーク
シートの工夫をする。生徒たちがワークシ
ートを頼りにしながら主体的に学習を行う
ことができるように、活動に移る前に確認
するだけでなく、良い例と悪い例もワーク
シート＊

3に載せておく。 

また、生徒が資料から得た情報を書きや
すく、比較しやすくなるようにするために、
「情報カード」の大きさも工夫する。 

資料に載っているものを書き写すだけの
作業にならないようにするために、テーマ
や課題を設定するときに「レポートを読ん
だ人に『ふーん』ではなく『へー』と言っ
てもらえるような内容にしよう」などの言
葉かけを工夫して行う。 

（３）図書整理員との協力 

授業中、生徒への支援が円滑に行えるよ
うに、授業で使うワークシートを事前に渡
し、大テーマに関する本を探しておいても
らう。また、調べ学習の環境を整えるため
に、百科事典や辞書などのよく使う資料は、
本棚ではなくテーブルに並べ、多くの生徒
が一度に見やすくして展示してもらう。 

（４）公共図書館との連携 

学校図書館だけで揃わない資料を補うた
めに、公共図書館（城山公民館図書室）か
ら資料を借りておく。 

 ３ 実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環
活 動 内 容

情環境づくり
図 公図書整理員との協力

情報整理のための工夫
公共図書館との連携

読
子 ど も の 姿

読み取る 考考える 表 意意欲）表現する （

０）事前

【図９】
本棚にテーマの表示

意 本棚の表示を見ながらスムーズに資料を探すことが
できていた。

意 美術はあっちにあった
よ！図

環
環

図書整理員にワークシートを渡し、授業の流れを伝
え、支援してほしいことなどを伝える。
本棚にテーマの表示【図９】をする。
よく使う資料は広いテーブルに並べ見やすくする。
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４ 振り返り 
学校図書館で授業を行ったことで、生徒た

ちは色々な資料を探しながら課題に取り組ん
でいた。本棚の表示や、よく使うと思われる
資料をテーブルに並べておいたことも効果的
であった。ワークシートを工夫したことで、
ほとんどの生徒が自分の力でよく考えながら
作業を進めることができていた。情報カード
１枚に１つの情報を書くようにしたことで、
集まった情報を後で比べたり、使うものと使
わないものに分けたりすることがスムーズに
行えた。レポートの内容を組み立てるときに
は、情報カードを使いながら、どの情報をど

う並べれば、調べたことや自分の考えが相手
に伝わりやすいかを考えることができた。 

図書整理員と授業の打ち合わせをしておい
たことで、生徒の書いたワークシートを一緒
に見てもらいながら効果的な支援をしてもら
うことができた。 

しかし、レポートの「考察」の部分に、資
料から考えたことではなく自分の感想を書い
てしまう生徒が多かったため、資料から自分
の考えを深めることや「表現する」という点
では課題が見えた。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

１）オリエンテーション、学習の流れの確認。

定する。
２）日常生活の中から問題点を探し、テーマを考え決

定する。
３）テーマについて、課題を考えレポートの内容を決

４･５）情報を集める【図 11】。

【図 12】
資料を複数で使用

６）レポートに使う情報と使わない情報を選ぶ。

７･８）レポートにまとめる。

読

考

ワークシート【図 10】を活用しながら、一人ひとりがテ
ーマを考えていた。

意

みんなが知っ
ていることを書
いてもな～。も
う少し工夫でき
ないかな…？

意

自然とお互いに資料を見せ合ったり、アドバイスをし
合ったりしていた。学び合う姿があった。

これどうかな？
もっと良い内容
があるかな？

読

この本にこんな
内容も載ってい
るよ、使ってみ
たら？

たくさん情報カード【図 13】を集めていた。

意

考

今日は情報カ
ードを10枚書
けた。明日はも
っと増やした
い！

情

使うカードに「〇」、使わないものに「×」を書き分けて
保管していた。

情

環

ワークシートに良い例と悪い例を載せて説明し、図書
館の資料を使って生徒たちが主体的に活動できるよう
工夫する。
「ふーん」ではなく「へー」と言ってもらえる内容にしよ
う、などと声をかける。

情
公
情

環

生徒の選んだテーマに沿った資料をある程度準備し
ておく。
課題に合った資料の紹介やアドバイスをする。
学校図書館にない資料は、公共図書館から借りる。
情報カード１枚に１つの情報を書くよう指示をする。
（使うものと使わないものを分けやすくするため）

複数人で同じ本を使うときは、付箋に名前を書いてお
く。【図 12】

【図 10】ワークシートの活用

【図 11】情報の収集

【図 13】情報カード
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【実践４】 中学校１年生 国語科 
図書館利用オリエンテーション 

１ ねらい 
（１）図書館の利用方法について理解させ、

積極的に図書館を活用しようという意
欲をもたせる。 

（２）図書館の本は一定の決まり（NDC 日本
十進分類法）に従って並んでいること
を理解し、学校図書館だけでなく、社
会に出たときに図書館活用が出来るス
キルを身につける。 

２ 手だて 
（１）環境づくり 

上溝中学校の図書館を体感するために、

実際に図書館で授業を行う。 
（２）情報整理のための工夫 

本探しカードを使用。探す本がわかりや
すいように、書名・著者名・出版社名以外
に本の表紙画像も入れる。 

（３）図書整理員との協力 
導入とまとめは国語科教員、図書館利用、

本探しなどの進行は整理員と役割分担する。 
（４）公共図書館との連携 

相模原市内の公共図書館３館の特色を知
ってもらうために、各館の事業を説明する。 

また、書店やカフェを併設した新しいタ
イプの図書館として海老名市立図書館を紹
介する。 

３ 実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環
活 動 内 容

環境づくり 情
図 公図書整理員との協力

情報整理のための工夫
公共図書館との連携

読
子 ど も の 姿

読み取る 考考える 表 意表現する （ 意欲）

０）事前

物などを確認する。
１）導入
（国語科教員）
図書館の利用などを学習することを説明する。
（図書整理員）

２）貸し出し、返却、館内の説明をする。

【図 14】本探しカード

整 授業の流れを国語教員と整理員で話し合い、配付

公

公

表

普段利用している市内の公共図書館はどこか質
問。各館の特徴を紹介する。
県立図書館、国立図書館の利用の有無質問、新し
い図書館として海老名市立図書館を紹介する。

いつも公民館図書室、相模原市立図書館、橋本
図書館に行く！

（ほとんどの生徒が公共図書館を利用している）

表 上野の国際子ども図書館に行ったことがある！
（学年に 4～5 名は行ったことがあった）

環

環

本の貸し出しや返却方法、ルールなどを図書委員
が作成したスライドを見せながら説明する。
上溝中の図書館の館内案内図を見ながら、分類ご
とに本が並んでいることを確認する。
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４ 振り返り 
図書館にどんな本があるか、どのように並

んでいるかを確認すると、いつもは読まない
ような本にも手をのばし、自由読書のあと、
幅広い分野の本が貸し出された。 

本探しでは、調べ学習で使う参考図書を指
定した。生徒はカードに示された書名や内容
だけで分類をなかなか予想できずにいたが、
表紙画像からヒントを得て、グループで色々
話し合う姿が見られた。 

市内公共図書館の特色を知らない生徒が多
かった。生涯学習につなげるためにも、学校
図書館だけでなく、公共図書館を積極的に活
用できるようになって欲しいが、1 年生に向
けて 1 回のみの利用指導では、スキルをしっ
かり身につけるまでには至らなかった。 
 
【実践５】 図書整理員の取り組み 
１ 教材研究、生徒作品・学校行事の記録 
（１）教材提供 

３年社会科「裁判事例」、２年社会科「江戸
城」、３年国語科「故事成語」、総合的な学習
（職業調べ、鎌倉校外学習、修学旅行）など、 
授業のために必要な書籍、雑誌、新聞記事な 

 
どを揃え提供する。 
（２）記録・保管 

美術科、国語科、職業調べなど授業で作成 
した生徒の作品を、実物を含め写真やコピー 
を保管し、生徒や教員の参考にしてもらう。 

学校行事である「お茶摘み」の指導案を始
め、生徒に配付した資料、取材された新聞記
事など図書館で保管する。 
（３）出張図書館 

２年技術科でプログラミングの学習課題を
JAXA と連携して実施する。自動ローバーの制
御教材で障害物を避け、目的地へ到着させる
ために、どのようなプログラムを制作すれば
よいかを考える授業。その際児童生徒の視野
を広げるため、JAXA やレゴ、ロボット、自動
制御の関連資料を PC 室に展示【図 15】する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

【図 15】プログラミング資料の展示

ったかを発表する。

予想と正解の確認をする。
６）各班、何の本を探したか、何類でどこの棚にあ

３）本の分類を予想させ、ワークシートに書き込む。
４）本・資料探し。
５）探し当てたら席にもどり NDC の 3 桁を書き込む。

７）（国語科教員）
・図書館の利用方法、配架を再度確認する。
・自由読書、貸し出し。

考

考

『横浜タイムトリップ・ガイド』だから歴史？
地理？
歴史でも地理でも、とりあえず２類だよ。

考
意

『シュルレアリスム』ってなに？
国語辞典で調べよう。

考
意

『特殊車両』だから工業の棚に行ってみよう！
ロケットの本もあったよ。

考
考
考

『ヒット商品…』って、全然わからない…。
表紙にガリガリ君が出てるよ。
商品だと６類かな。

各班に探す本が書いてあるカード【図 14】を配付する。
情 カードには書名、表紙画像、内容を表示する。
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 本研究で明らかになったこと 
 ５つの実践を終えて、めざす子ども像に迫
るため考えた４つの手だてが、図書館を活用
した授業づくりに有用であったかを振り返る。 
（１）環境づくり 

児童生徒が調べたいテーマを把握し、必要
としている資料を十分に準備すると、調べた
り、まとめたりする上で、つまずきが少なく、
課題に積極的に取り組むことができた。 

出張図書館の実践など、図書館以外で授業
を行う場合でも、児童生徒のそばに関連資料
を揃えておくと、児童生徒の学びの視野が広
がると感じた。 

特に実践３のように、学校図書館で授業を
行うと、幅広い資料がそこにあるので、調べ
始めた先に出てくる問い（疑問）にもすぐに
応えられた。 

また、限られた時間内に端的に資料にあた
れるよう、本棚にテーマを表示し、百科事典、
国語辞典などは、誰でもいつでも手に取りや
すい場所に置いたことは、効果的だった。 

（２）情報整理のための工夫 

①資料にあたる 

児童生徒が図書資料を活用し調べたり、自
分の考えをまとめたりする学習において、そ
のテーマの幅が広がりすぎていると、児童生
徒は自分でテーマを設定することが難しく、
資料選びにも苦慮する。しかし、教師があら
かじめテーマの幅を絞り込むことで、児童生
徒は自分が調べたいことをより明確にするこ
とができ、学習のテーマを設定しやすくなっ
た。資料選びも比較的円滑にでき、積極的に
図書資料を活用しようとする様子が見られた。
資料から得たたくさんの情報の中から、自分
のテーマに合った情報だけを選択し、まとめ
ることができた。 

②情報を選択する 

調べ学習を行う際に、資料を丸写しするの
ではなく、学習のねらいに合った情報を探し

出す必要がある。学習のねらいから逸れない
ようにするため、言葉かけを工夫した。学習
のねらいや趣旨を児童生徒にわかりやすく端
的に表した言葉を活動中にくり返し確認した
ことにより、たくさんの情報の中からねらい
に合った情報を選択することができた。 

③情報を整理する 

資料から得たたくさんの情報を整理するた
めに、学習カード「情報カード」を準備した。
情報カードの大きさを工夫したことにより、
児童生徒の書くことへの負担感や抵抗感が減
った。カード１枚につき、１つの情報を書き
込むことにしたため、まとめるときに情報を
整理するのに役立てることができた。カード
が増えていくことに喜びを感じ、意欲的に調
べ学習に取り組む様子も見られた。 

また、情報をまとめるワークシートの内容
や形式を工夫したことにより、文章を書くこ
とを苦手にしている児童生徒でも書くことに
対する抵抗が減り、自分の力でまとめること
ができた。 

（３）図書整理員との協力 

事前に図書整理員にも指導案やワークシー
トを渡して授業の流れを共有し、児童生徒が
選びそうなテーマを伝えた。それらの情報を
もとに必要な資料を用意しておくと、児童生
徒はスムーズに自分のテーマに沿った資料を
探すことができた。 

また、整理員に授業に参加してもらい、児
童生徒の様子を見てもらっていたので、一人
ひとりのニーズに合わせた資料を渡せた。 

授業後、整理員は活用した資料のブックリ
ストやパスファインダーを作成し、その単元
で必要な資料を確認した。次回の学習に繋げ
るため、足りないものを購入し、自館の資料
を厚くしていくことができた。 

児童生徒の作品を記録し展示すると、作成
した児童生徒は自分の成長を実感し、次の課
題に意欲的に取り組めた。さらに、これらの
記録を図書館で自校資料として収集、保管す
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ることも有効だった。 

（４）公共図書館との連携 

学校図書館だけで、児童生徒の必要とする
資料を全て揃えることは難しかった。資料の
不足を補うために、積極的に公共図書館での
団体貸し出しや学校支援図書セットを活用し
た。 

 

２ おわりに 
積極的に学校図書館を活用するとはどうい

う状態か考えることから始まった本研究は
「学習センター」「情報センター」という機能
に焦点を当て、学校図書館の効果的な活用を
めざして授業実践をしてきた。 

本研究では、学校図書館の活用によって、
読み取り・考え・表現する力のつく学びのあ
る授業にするために、４つの手だてをとった。
その結果、（１）環境づくりや（２）情報整理
のための工夫によって、学習のねらいにせま
る必要な情報を資料から読み取り、複数の情
報を比べて考え、わかったことを表現すると
いう生涯使える学習方法を身につけられた。
さらに（３）図書整理員との協力や（４）公
共図書館との連携によって、第Ⅱ章の学校図
書館利用の実態で挙がっていたような「十分
な資料がない」という問題や資料の準備など
の大変さも軽減できることから、学校図書館
の活用は大変有効だったと言える。 

授業実践をしていく中で、たくさんの資料
にふれ、自分が探していた資料が見つかった
ときの児童生徒の喜びが、もっと調べたいと
いう意欲につながっていた。自主的に国語辞
典で言葉の意味を調べたり、いくつかの資料
を読んで比べたり、発表することが苦手な子
が発表できた様子などから学習意欲が高まる
ということを実感できた。この意欲が読み取
り・考え・表現するという子どもの姿の土台
となっていた。 

さらに、実態では「必要な資料がない」と
いう問題点も挙がっていたが、学校図書館を

使うことで「こんな資料があったらいいのに」
「一クラスの人数分の椅子と机がない」など
の自校の図書館の課題も見えてきて、その課
題によって、必要な資料の確保や環境づくり
が行われ、積極的に活用される学校図書館に
なるための好循環がはじまった。 

しかし、この好循環を推進していくために
は、取り組みの積み重ねが必要である。児童
生徒の学びを広げるために、組織的な活用、
継続的な活用を図っていくことが重要だと言
える。 

積極的に学校図書館が活用され、児童生徒
の学びの場となることをこれからもめざして
いきたい。本研究の発表で「学校図書館に行
ってみようかな」「授業で学校図書館を使って
みようかな」という気持ちになっていただけ
たら幸いである。 

最後に、本研究の実施にあたり、東京学芸
大学の村山正子先生、相模原市立藤野小学校
の先生方には、研修を引き受け学校図書館の
活用の実践を教えていただきました。日本体
育大学の野井真吾先生には適切な助言を賜り、
研究の方向性を示していただきました。多く
の方のお力添えでこの研究をすることができ
たこと、心より感謝いたします。 
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